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しかし､ "英語版"と "ノルウェイ語"を混同す べ
きではない｡『ソフィーの世界』のオリジナルはノ
ルウェー語であり､この書物を､翻訳者はノルウェー
語から､直接､日本語に翻訳すべきであった｡
現在､多くの人々は原典を読む代わりに翻訳を
読まざるを得ない｡われわれは､あまりにも翻訳
に依存している｡そういう状況においては､翻訳
者の責任は重大である｡翻訳者の使命は､オリジ
ナルに忠実に原典を現代語に翻訳することである｡
Fソフィーの世界』をドイツ語から日本語に重訳す
ることは､ "翻訳の倫理"に反する行為である
と言わざるを得ない｡オリジナルに忠実に原書を
現代語に翻訳するのが "翻訳の倫理"である｡ノ
ルウェー語で直接 『ソフィーの世界』を読めない
読者一恥ずかしいことに､わたくLもそのひとり
だが-は､この書物の作者の声を聞きたいと思う｡
作者の息吹きを､読者は感じたいと思う｡『ソフィー
の世界』の翻訳者は､作者の声を言語の障壁を越
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えて読者に聞かせる責任を負うている｡ 語からの忠実な翻訳でないということを問題にす
rソフィーの世界』の日本語の翻訳に関してわ る人がいないという事実である｡いやしくも人文
たくLがショックを受けたのは､本書が重訳だと 研究に携わる人は､ "翻訳の倫理"について深く
いうことである｡いや､それよりももっとわたく 反省すべきであろう｡倫理的であることは､人間
Lがショックを受けたのは､日本語版がノルウェー 的であろうと欲することでもある｡
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